
義援金を追加受け付け

震災から１年、心新たに支援を
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詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
☎
66
・
１
０
０
５
、
ＦＡＸ
66
・

１
０
１
５
）
へ
。

　
「（
仮
称
）
ま
い
づ
る
環
境
市
民

会
議
」
の
設
立
を
記
念
し
、
東

京
大
名
誉
教
授
で
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
「
バ
カ
の
壁
」
の
著
者
で
あ

る
養
老
孟
司
さ
ん
に
よ
る
特
別

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
（
全
国▲養老孟司さん

４月１日号は
３日（火）折り込み

　広報まいづる４月１日号
は、市議会３月定例会で決
定する平成 24 年度当初予
算の概要などを掲載するた
め、新聞折り込みを４月３
日（火）に変更してお届け
します。ご理解をお願いし
ます。
　詳しくは、秘書課広報広
聴係（☎ 66・1041）へ。

　

加
佐
地
区
の
医
療
の
充
実

を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
加

佐
診
療
所
に
整
形
外
科
と
脳

神
経
外
科
の
外
来
診
療
科
を

増
設
し
ま
す
。

　

診
療
日
時
は
次
の
と
お
り
。

《
整
形
外
科
》

▪
診
療
日
時　

毎
週
月
曜
日
、

14
時
～
16
時
（
舞
鶴
共
済
病

院
と
舞
鶴
赤
十
字
病
院
の
医

師
が
交
代
で
診
察
）

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科

加佐
診療所

《
脳
神
経
外
科
》

▪
診
療
日
時　

毎
週
火
曜
日
、

９
時
～
12
時
（
舞
鶴
市
民
病
院

の
医
師
が
診
察
）

※
な
お
、
次
の
診
療
科
の
外
来

は
従
来
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
内
科
❖
消
化
器
内
科
❖
呼
吸

器
内
科
❖
神
経
内
科
❖
歯
科

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
民
病

院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
62
・

２
６
３
０
）
へ
。

４
月
か
ら
外
来
診
療
科
を
増
設

　

広
報
ま
い
づ
る
12
月
16
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
下

水
道
使
用
料
の
徴
収
漏
れ
に

つ
い
て
、
こ
の
た
び
調
査
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

徴
収
漏
れ
は
、
使
用
者
台

帳
（
電
算
シ
ス
テ
ム
）
へ
の

デ
ー
タ
の
入
力
漏
れ
や
入
力

メ
ッ
セ
ー
ジ
れ
ん
が
を
あ
り
が
と
う

岩
手
の
保
育
園
か
ら
お
礼
の
手
紙

（
仮
称
）
ま
い
づ
る
環
境
市
民
会
議
設
立
へ

良
好
な
環
境
保
全
を
推
進

誤
り
、
使
用
再
開
届
の
未
提
出
・

把
握
漏
れ
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、

計
49
件
、
１
，
１
８
５
万
円
あ

り
、
う
ち
遡そ

き
ゅ
う及
請
求
分
は
46
件
、

５
９
１
万
円
で
し
た
。

　

今
回
の
不
手
際
に
よ
り
、
公

務
に
対
す
る
信
頼
を
失
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
月
１
日
付
け

で
副
市
長
お
よ
び
使
用
料
業

務
に
関
わ
る
管
理
監
督
者
４

人
を
訓
告
処
分
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
多
々
見
市
長
が

先
頭
に
立
ち
、
再
発
防
止
に

向
け
複
数
職
員
に
よ
る
重
複

点
検
や
関
係
部
署
と
の
連
携

強
化
な
ど
に
職
員
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

再
発
防
止
に
全
力
で
努
め
ま
す

下
水
道
使
用
料
の
徴
収
漏
れ

　

昨
年
10
月
に
開
催
し
た

第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都

２
０
１
１
の
舞
鶴
市
主
催
事
業

「
赤
れ
ん
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
制

作
し
た
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
れ
ん
が
」

２
０
０
個
を
今
年
１
月
末
に
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
下し

も
や
は
ぎ

矢
作
保

育
園
（
熊
谷
ま
り
子
園
長
）
に

送
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
、

　

市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
と
安

全
、
地
域
経
済
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ

と
を
基
本
に
、
昨
年

12
月
か
ら
冬
季
の
節

電
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
役
所
庁
舎
で

は
、
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ

の
実
施
と
併
せ
室
温

を
17
℃
に
設
定
し
た

ほ
か
、
照
明
の
間
引

き
点
灯
や
Ｏ
Ａ
機
器

の
省
電
力
設
定
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
２

月
の
平
日
（
９
時
～

21
時
）
に
お
け
る
取

使用最大電力18％抑制
市役所庁舎の節電対策

り
組
み
の
実
績
は
、
前

年
同
期
の
使
用
最
大
電

力
を
基
準
と
し
て
18
％

抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
、
目
標
の
10
％
を
上

回
る
結
果
に
な
っ
た
ほ

か
、
総
使
用
電
力
量
に

つ
い
て
も
前
年
同
期
比

で
15
％
の
削
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、

庁
舎
関
係
の
使
用
最
大

電
力
の
抑
制
と
消
費
電

力
量
の
削
減
を
図
る
た

め
、
節
電
に
努
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企

画
政
策
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
）
へ
。

２月
実績

同
保
育
園
か
ら
お
礼
状
が
届
き

ま
し
た
。

　
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
れ
ん
が
」
は
、

赤
れ
ん
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
会
場
内
に
お
い
て
、
来

場
者
か
ら
段
ボ
ー
ル
製
の
れ
ん

が
に
被
災
地
へ
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の

で
、
今
年
１
月
末
ま
で
赤
れ
ん

が
博
物
館
に
展
示
。
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
企
画
委
員
長
の
高
井

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
れ
ん
が
」
で
積

み
木
（
右
）
や
パ
ズ
ル
遊
び

（
下
）
を
楽
し
む
園
児
（
＝
い

ず
れ
も
下
矢
作
保
育
園
提
供
）

　

昨
年
３
月
13
日
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
災
者
へ
の
義
援
金
は
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
よ
り
、

４
，
６
３
８
万
９
，
９
０
１
円

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（
３
月

10
日
現
在
）。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
震
災
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、

被
災
地
で
は
多
く
の
方
々
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
今
後
と
も
長
期
に
わ
た
る

支
援
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
震
災
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
３
月
11
日
を
機
会

に
、
心
新
た
に
支
援
を
続
け
て

い
く
た
め
、
義
援
金
の
追
加
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
受
付
期

間
は
９
月
30
日
（
日
）
ま
で
。

改
め
て
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
付
窓
口
お
よ
び
募
金
箱
の

設
置
場
所
は
、
地
域
福
祉
推
進

課
（
募
金
箱
の
設
置
は
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
）、
西
支
所
、
加
佐

分
室
、
各
公
民
館
、
大
浦
・
城

南
会
館
、
市
民
病
院
、
文
庫
山

学
園
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
日
本
赤

十
字
社
舞
鶴
市
地
区
、
☎
66
・

１
０
１
１
）
へ
。

晴
美
さ
ん
と
交
流
の
あ
っ
た
同

保
育
園
に
届
け
た
も
の
で
す
。

　

お
礼
状
に
は
、「
全
国
の
皆
さ

ん
に
励
ま
さ
れ
支
え
ら
れ
て
き

た
１
年
で
し
た
。
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
を
遠
方
よ
り

見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と

書
か
れ
、
園
児
が
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
れ
ん
が
」
で
楽
し
そ
う
に
積

み
木
を
し
た
り
、
背
面
に
国
民

文
化
祭
Ｐ
Ｒ
隊
長
「
ま
ゆ
ま
ろ
」

を
描
い
て
パ
ズ
ル
遊
び
を
し
た

り
し
て
い
る
写
真
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。  

《
企
画
政
策
課
》

プロジェクト 内　容

地球温暖化
防止

家庭の省エネ相談所の開設や緑のカーテン、
環境マネジメントシステムの普及などによ
り、市民や事業者のエコ活動を支援。

循環型社会
リサイクルプラザを拠点とした３R（※）活
動の企画運営、地域の環境美化推進のための
清掃活動イベントなどの実施。

生物多様性
地域に生息する動植物や特色ある景観などの
情報を収集し、現地調査を行い「地域の宝物」
として取りまとめ、環境保全の啓発を行う。

※３Ｒ…「リデュース（Reduce）＝ごみの発生抑制」「リユー
ス（Reuse）＝再使用」「リサイクル（Recycle）＝再生利用」の
頭文字をとったもの。

　

市
で
は
、「（
仮
称
）
ま
い
づ
る

環
境
市
民
会
議
」
の
４
月
設
立

に
向
け
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

同
会
議
は
、「
第
２
期
舞
鶴
市

環
境
基
本
計
画
」
に
位
置
付
け

ら
れ
た
市
民
・
事
業
所
・
行
政

の
協
働
組
織
で
、
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
下
表
）
に
基
づ
き

舞
鶴
の
良
好
な
環
境
保
全
と
創

造
を
推
進
し
て
い
く
も
の
。

　

対
象
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▪
対
象　

環
境
問
題
や
自
然
保

護
に
関
心
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
個
人
、
事
業
所
、
市
民
団

体▪
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
用

紙
（
生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
課
へ
郵
送
か
持
参
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者

協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
活
用

し
実
施
）。
入
場
無
料
。

▪
日
時　

４
月
30
日
（
月
＝
振

替
休
日
）、
14
時
30
分
～
16
時

▪
場
所　

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

▪
内
容　

講
演
「
虫
眼
鏡
か
ら

み
る
環
境
問
題
」

▪
定
員　

先
着
３
３
０
人
程
度

▪
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
電

話
番
号
を
フ
ァ
ク
ス
か
は
が
き
、

電
子
メ
ー
ル
で
生
活
環
境
課
へ
。

会員募集

東日本
大震災
復興支援

設
立
記
念
特
別
講
演
会

調査
結果


